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 まだまだ先だと思っていた卒業式まで、３ヶ月を切りました。合唱曲を決

めるのはまだ気が早いのではと思ったことでしょう。でも、決して早くはあり

ませんよ。音楽の授業は週１回なので、卒業式までに少ないクラスであと５

回しかありません。あと５回の授業で２曲仕上げるのは大変です。また、二

見中を去るにあたって最後の最後に合唱するのですから、３年間の集大

成、これまでの合唱を超えた素晴らしい合唱にしてほしいし、できると先生たちは信じていま

す。音楽の時間１時間１時間を大切にしてこれまで以上に心して取り組んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生で「いのちの歌」「糸」、２年生で「群青」、３年生で「大地讃頌」、「いのちの理由」

「ぜんぶ」と歌い継いできました。この流れには、自分の命・存在は両親(父母)、その両親

(祖父母)、そのまた両親(曾祖父母)･･･と祖先からずっと続いてきたもので、それだけでも

意味があり価値があるということと、自分一人でここまで成長してきたわけではなく、両親や

祖父母や友達や先生達やいろいろな人とかかわり、お世話になりながらここまで来られたの

だから感謝の気持ちを持ち、周りの人を大切にしながら生きていってほしいというメッセー

ジが込められています。そんなことを考えながら練習してほしいと思います。 
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さだ まさしプロィール 

フォークデュオのグレープでメジャーデビュー。「精霊流し」の

ヒットにより全国にその名を知られるようになった。ソロシンガ

ーになってからも「雨やどり」「関白宣言」「親父の一番長い日」

「北の国から〜遥かなる大地より〜」など、数々 のヒット曲を生

み出す。 

2013年7月19日現在、日本で最も多くのソロ・コンサート

を行った歌手でもあり、回数は実に4,000回を越えている。

トークの軽妙さはテレビ・ラジオ・コンサートのMCにて大き

な魅力とされている。小説家としても活動し、『解夏』『眉山』など

の作品を発表している。 

長崎県出身で親族に原爆被災者がいることもあって、戦争の悲

惨さや凄惨さを痛感している故に平和を求める気持ちが強く、

そうしたテーマの楽曲が制作されたり、イベントが開催されるこ

とも多い。 

ぜんぶ（作曲者の言葉） 

私自身にとっても一番大切な詩であり、一番大切な音楽となりま

した。歌が、仲間が、自分が・・・かけがいのない存在であること

を気づかせてくれる、あたたかい作品です。今を生きるすべての

人に贈りたい作品です。 

 


